
　踊り屋・舞夢は、2000年によさこい踊りのチー
ムを結成しました。当初は見たこともない踊りに
あれよあれよという間にイベント出演が殺到し、
無我夢中で踊ってまいりましたが、同じメンバー
で踊り続けることは難しく、学校・仕事・結婚等で次
々と入れ替わりました。
　昨年はついに7名となってしまい、何とか7名で
1年間やっては見ましたが、それぞれに忙しく週一
回の練習、イベント出演が深刻な問題となり、昨
年末みんなで相談の結果よさこい踊り終了とい
うことになったのです。が、全員がもう一度にぎや

かに踊って終わりたいとの事、いろいろ考えた結果
「それは千鳥福祉会のサマーフェスタしかない」。
全員がＯＫで全員都合がついたのです。4月から
はほかのイベントが入っても事情をお話してお断
りし、サマーフェスタの練習を行いました。
　結果、私たちも感動でした。いつもの通りたく
さんの方に踊っていただき、手拍子をしていただ
き、みんなの心が一つになれたと実感しました。
　障がいのある方達との関わりをここで断っては
いけないと自分自身考えました。これからも一緒
に踊れるように何か方法をと検討中です。

元踊り屋「舞夢」代表 安達　恵子　
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第13回千鳥福祉会サマーフェスタ2014
笑顔咲く、約3,500人。

 

★来場者のうち200人強の方に、
アンケート調査をご協力
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★来年も来たいと思いますか？

★自分で出店したいと思いますか？★印象に残った物がありますか？

８月25日にはサマーフェスタ2014の利益45,090円を
東日本大震災義援金として日本赤十字社松江支部に
お届けましたことを、ご報告いたします。

ご来賓の皆様、そして195名のボランティアの皆様には暑い中、
身に余る志をいただき、誠にありがとうございました。

サマーフェスタ2014実施に際し、協賛金・お祝い及びバザー
に対するご協力を賜り、心より感謝申しあげます。

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

8/25（月）日本赤十字社松江支部に
寄付いたしました。

千鳥福祉会後援会会長　川上裕治
（松江土建株式会社代表取締役社長）
千鳥福祉会理事長　　　山本昌子
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　この度のサマーフェスタ２０１４が、多くの方々の御支援、御
協力により無事終了する事が出来た事に対しましてまず御礼
申し上げます。
 大きな問題が起こる事なく今回のフェスタも終了し、ほっとし
ているのが今の実感です。フェスタ当日が無事終了するという
事、ハンディーキャップがある方や地域の多くの方に喜んでい
ただいたかという結果がこのイベントの成果として捉えられが
ちですが、この企画では、当日を迎えるまでのプロセスやこの
祭りで何を感じ、その後にどう行動していくかという職員力や
組織力を成果として捉える場でもあると、ここ数年強く感じま
す。これだけの規模の祭りを企画実施する為には、まず法人各
事業所の事情、職員個々の事情を超えた協力心、相手への思
いやりや感謝の気持ちを前提とした欠かせない『つながり』が
必要です。その『つながり』が組織力の強化となり、通常の事業
展開にも反映されていかなければならないと思います。
　今年は、フェスタのテーマが『つながろう』と決まってから、地
域住民約800軒のボランティア公募を始め、養護学校教諭、警
察官、大学生、専門学校生等例年に増して新たな取り組みを実
施しました。結果は、理想のイメージ通りに行きませんでしたが、
後援会企業さんや家族会様の今まで以上の御協力を得て
186名のお力を頂く事ができました。表面的な結果は数字と
して表れる訳ですが、大切な事は数値を結果として留めること
ではなく、このご縁に感謝し、つながりを太くする事やつながり
を継続させる事に最大の意義があると思います。
 ボランティアさんや来場いただいたお客さんも同様、個人個人
色々な事情や思いの中でこの企画に関わって下さったと想像し
ます。この企画に携わっていただいた多くの方と関わらせてい
ただく中で、様々なご意見や思いを聞かせて頂く事ができ、改
めてお一人おひとりの思いや価値観は千差万別であると感じ
ました。すべての方に満足いただく対応は現実的に難しいとは
思いますが、表面的なつながりにとどまることなく、感謝の気持
ちを根底に、誠意と熱意を持ち行動し続けていく事こそ本当の
意味で『つながる』為のプロセスであるという事を改めて実感
した今回のフェスタでした。このフェスタに関わって下さった皆
様本当にありがとうございました。

舞台担当　　江指　裕嗣
 　ステージでは、オープニングのホーランエンヤを皮切りに利
用者のみなさんの活動発表や地域の平成ニュータウン子供会
のみなさん、外部からのゲストをお迎えして最後まで楽しいア
トラクションを展開しました。
　今年は、サマーフェスタのサブテーマにもなっている「つな
がろう」をステージでも表現しようと、出演者のみなさん同士が
ハイタッチをして次のグループへステージを引き継ぐという試
みをしてみました。今までのステージよりも出演者のみなさん
全員で祭りを盛り上げようとする雰囲気づくりに繋がったよう
に思います。
　遊吟のステージも最高でしたが、今年のハイライトは、この
サマーフェスタの舞台がグループの活動の最後の舞台となっ
た踊り屋舞夢のみなさんと会場のみなさんと一緒になっての
総踊りだったのではないでしょうか。出演者も観客も、障がいが
ある方もない方も分け隔てなく、純粋に祭りを楽しもうとする
ところから溢れる一体感。私も舞台袖から見ていて、楽しくもあ
り、感極まる最高の瞬間でした。
　エンディングのビンゴ大会もたくさんの来場客のみなさん
に参加して頂き、楽しんでいただけたのではいないかと感じて
います。
　来年以降も、利用者のみなさんやお越し頂く地域からの来
場客のみなさんと一緒に楽しい祭り、ステージアトラクションを
作っていきたいと思いを強めた今年のステージでした。

利用者支援　　松原　さやか
　入所の方にとってサマーフェスタは、「家族に会える」「普段
食べれないものを食べれる」「自由に遊べる」・・・といった夢のよ
うな一日だと思います。
　今年もたくさんの方に支えられ、無事に終えられた事に感謝
し、これからも誰もが楽しめ、笑顔がたくさん見られる祭りが出
来たらと思いました。

縁日　　梶谷　大
　去年に続いて縁日、迷路の準備担当の一人として関わらせ
て頂きました。担当となって強く感じるのは本当にたくさんの
方々の手によって祭りが成り立っているということ。縁日でいえ
ば、お店・迷路の準備、当日の運営、片付けに地域のボランティ
ア、家族会の皆様、またアドスの皆様や平成ニュータウン子供
会様、松江工業高校生徒さんにご協力をいただきました。今年
のテーマは「つながろう…」でしたが、たくさんの方々とのつな
がりが来年以降も変わらずに続いていき、ますますこのサマー
フェスタが盛り上がって行けばと思いました。

実行委員長　　山本　昌子
　来場くださいました3500人の皆様、195名のボランティア
様、利用者様、ご家族様、職員合計いたしますと4000人になり
ます。「皆で支えあうユニバーサルな地域社会の創造」という
新たな方向が見え始めた今、「繋がろう」というテーマを掲げ、
福祉施設の敷地内に4000人が集う空間を作り上げることが
できました。
　ちょっと大げさですが「方向に間違いがなければ必ずその時
代は来る」と、関係者皆さまと一緒に誇りに感じたいものです。
そして、今年の13回開催が新たな出発になるよう世紀をかけ
た努力に突入です。どうか末永いお付き合いをお願いしますと
ともに、この度のご協力に心からお礼を申し上げます。

ホーランエンヤ担当　　松浦和志
　7月20日、サマーフェスタ2014。千鳥福祉会ホーランエン
ヤは歩き踊りから始まりました。千鳥福祉会にホーランエンヤ
あり!大井町有志の方々のご指導のもと今回で6回目となるホ
ーランエンヤ、利用者の方が10名、職員、地域、企業、大井町、
総勢２２名が一体となって迫力ある演舞を披露しました。

設営・会場担当　　上田雅晴
　今年もボランティアの皆さんに会場のゴミ集めをしていただ
きました。お客様から会場がきれいですねと声をかけて頂きう
れしく思いました。ありがとうございました。

露店ブース　長野純哉（L.C.C.ういんぐ主任）
 サマーフェスタも皆様のご協力により大盛況のまま終わる事
ができました。
　今回のお祭りは来場者も多く、露店に参加して下さった方に
とっては、『考える暇があったら手を動かす』、『頭より、体を動か
す』、無我夢中で自分の仕事に徹しているうち、祭りのフィナー
レ…そういった中で、仲間や協力して下さる方、お客様からの
『笑顔』、『声』に何度、やる気や元気を頂いたことか。今回サブ
テーマとして「つながろう」とありましたが、テーマを意識するこ
とで、毎回感じていたものと違う『新しいつながり』もそれぞれ
が改めて実感出来たことと思います。

サマーフェスタばんざい！　　
周藤喜美子（音楽ボランティア）
　真夏の太陽の下、今年もサマーフェスタが無事終了しました。
音楽の発表のために、四月からぼちぼち準備をはじめます。選
曲、楽器決めの後、六月・七月は通常の音楽活動をお休みして、
ひたすら練習です。
　普通の活動をたのしみにしてくださっている方や、舞台発表
に出られない方にとって、この練習時間は苦しいのではないか
…と気になりながら。
　当日は私たちボランティアも必死なので、よくわからないの
ですが、あとから写真を見せて頂き、みなさんのはじけるような
笑顔と、堂々と演奏されている様子に「これでよかったのかも」
と安心します。
　大雨が降ったら…暑すぎたら…集合に遅れる方がいたら…
と様々な心配事も、担当の職員さんを中心にいろいろ工夫をし
てくださいました。お陰様でとても立派な演奏だったと思いま
す。
　さあ！一息ついたら次はクリスマス会だ！！

渉外担当     神田弘治

2014サマーフェスタを終えて～
『つながる』の意味～


